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日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
て 

 
 

の
３
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
栃
木
市

内
で
活
動
し
て
い
る
「
と
ち
ぎ
市
民
ネ
ッ
ト
」
と
「
栃
木
市
民
の
会
」
共

同
で
開
催
し
た
「
憲
法
改
悪
反
対
・
大
軍
拡
反
対
」
１１
・
３
集
会
は
４２
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

「
物
価
高
騰
で
市
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
の
に
、
軍
事
費
４３
兆
円
は
、
暮

ら
し
や
福
祉
の
た
め
に
つ
か
う
べ
き
」
「
武
力
で
は
平
和
は
守
れ
な
い
」

「
二
度
と
戦
争
し
な
い
と
誓
っ
た
憲
法
９
条
は
絶
対
に
変
え
て
は
な
り
ま

せ
ん
」
な
ど
、
８
団
体
か
ら
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

時
々
、
ア
コ
ー
デ
ィ
ン 

 

の
伴
奏
で
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
な
ど
合
唱
し
ま
し

た
。
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
憲
法
９
条
守
れ
！
の
思
い

を
強
く
し
た
「
文
化
の
日
」

を
記
念
す
る
集
会
に
な
り
ま

し
た
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憲
法
公
布
７７
年 

１１
月
３
日
（文
化
の
日
） 

 国会正門前では、総がかり行動実行委員

会と９条改憲ＮＯ！全国市民アクションが

主催し、憲法大行動が取り組まれました。 

市民と野党国会 

議員ら４０００名 

が、「戦争反対」 

「憲法生かして暮 

らしを守ろう」と 

コールしました。 

 

マイクで訴える「９条の会」

「水の会」「戦争法反対栃木 

市民の会」等など・・・。 

７７
年
目 

国会前に４０００人 

      栃木市名誉市民である山本有三が名づけた「文化の日」      

山本有三氏は、１１月３日は憲法において如何なる国もまだやったことのない「戦争放棄」ということを宣

言した重大な日とし、「日本としては、この日は忘れ難い日なので、是非ともこの日は残したい」と述べ、「自

由と平和を愛し、文化をすすめる日」としたうえで、「文化的な憲法公布の日」である「文化の日」とすること

を提言している。こうして、１１月３日は「文化の日」として暦に刻まれ、日本国民の意識の中に根づいた。 
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東那須野虐殺事件 

1923 年９月 5 日午後 7 時頃、「東北本線下り

列車が東那須野駅に着くや、乗客から不逞鮮人

がここに２名乗車しているとて下車をさせ、引

渡された鮮人馬達出を日本刀槍棍棒等で惨殺し

尚鹿児島県人宮郷辰三をも棍棒で殺害してしま

った」という事件が起きた。 

この事件の公判は 11 月 26 日にあったが、

新聞記事で、目を引くのは「被告等が村民と共

に二人の石碑を立てて法要している」とのこ

と、その石碑は確かに現存している。右の写真

である。 

 

宮 

脇 

辰 

至  

之 

碑 

馬   

達   

出   

之 

碑 

 スタンディング １２月９日（土）市役所前・１９日（火）カワチ薬品前交差点  両日とも午後３時～ 

 スタッフ会議  １２月１４日（木）１０時～栃木市交流センター 

 

那須塩原市西地区の共同墓地の一隅にある。 

白ユリの造花はいつ誰が？・・・ 

 

関東大震災と朝鮮人虐殺 栃木県では？ 
                           

 

内海 隆男（記） 

※「引用部分について」 小金井虐殺事件の朝鮮人の証言は「現代史資料６ 関東大震災と朝鮮人」の文章より。 

  他の記述は、１９２３年関東大震災後の当時の下野新聞記事掲載。    

間々田虐殺事件 

1923 年 9 月 3 日 間々田駅警戒中の自警団員は下り列車内に２名の朝鮮人が乗車していたのを

見て、列車内から引き摺り降ろし殺害した。 

1923 年 12 月 4 日 虐殺した被告は２年～１年の刑を言い渡されたが、これを不服として控訴

した。 

1923 年 12 月 8 日 間々田町役場の主催で、龍昌寺で盛大な追悼法会が開催された。 

この追悼法会は控訴審を有利に展開する為に企画し、実施されたとも考えられる。追悼法会は

町主催であり、裁判も間々田町が各区わりに費用を負担していることから、全面支援の裁判を展

開していた。「しん災橫死者並に自警団の虐殺の難に遭遇したる鮮人の追悼法会」と記事は記して

いる。しん災橫死者（地震で死んだ日本人）と自警団の虐殺の難に遭遇した朝鮮人が同列に追悼

されたということは問題であった。 

小金井虐殺事件 

 ９月 3日の午後１０時頃、東北本線小金井駅において列車中の朝鮮人を２名引き下ろし、「金元

達」を傷害死させ、「黄□均」に重傷を負わせた。被告は 7名で、17日に公判が開催された。 

弁護士は、虐殺された金元達を「不逞鮮人の同志であるか否かを確めたいと申請した」のに、

検事は「本件は元より不逞鮮人と見て審理したのである」との見解を述べている。 

裁判官も判事も、何を裁こうとしていたのか！これは根本的におかしい。 

朝鮮人の証言 

「車掌が今此処に鮮人が居ると云ふたのであります。すると多くの人が集まって来て汽車から下

されました。そうして手を縛られ棒や石などで打たれました。」（金漢模） 

石橋虐殺事件 

 ９月３日午後１０時４０分頃…石橋町自警団は朝鮮人と見たら逃がすなと殺気立ち、列車が石

橋駅に着くや自警団員７名は、「鮮人２名列車内に居るのを認め、飛びかかって引摺り下し、傷害

死に至らしめた。」被告事件の公判は 11 月に行われたが、懲役 1 年から 2 年の刑が科された。 

 

 

 


